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オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
祈
り

―
―

″
入
水
の
図
″
の
誕
生
と
変
容
―
―

は

じ

め

に

『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
で
英
雄
と
さ
れ
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
后
、
弟
橘
比
売
／
弟
橘
媛

（オ

ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
刈
）
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
東
征
の
折
、
海
神
の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め
に
荒
れ
る
海

に
身
を
投
じ
、
夫
を
救

っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の

″
入
水

の
図
″
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水

の
行
動
が

″
賢
婦
″
と
し
て
着
目
さ
れ
、
数
種
類
の
婦
人
雑
誌
に
史
伝
が
掲
載
さ
れ
た
。
大
正
期

か
ら
は
小
学
校
国
定
国
語
教
科
書
の
教
材
に
も
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
史
伝
及
び
教
材
の
多
く
は
挿

絵
を
伴

っ
て
お
り
、
そ
れ
は
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
が
ま
さ
に
海
に
飛
び
込
む
瞬
間
を
と
ら
え
た
絵

で
あ
る
。
近
代
に
発
行
さ
れ
た
婦
人
雑
誌
、
少
年
少
女
雑
誌
、
児
童
書
、
教
科
書
等
に
掲
載
さ
れ

た
入
水
の
図
の
多
く
は
構
図
が
ほ
ぼ
同
じ
で
固
定
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
現
代
に
お
い
て

は
絵
本
等
で
描
か
れ
続
け
、
図
像
が
登
場
し
た
明
治
期
に
は
無
か

っ
た
合
掌
す
る

″
祈
り
の
姿
″

が
定
着
し
て
い
る
。

現
代
に
な

っ
て
登
場
し
た
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
表
象
が
祈
る
対
象
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は

『古
事
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
夫
で
あ
る
皇
子
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
無
事
に
任
務
を

果
た
し
復
命
す
る
た
め
に
、
荒
れ
た
海
が
静
ま
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
入
水
の
図
に
描
か
れ
る
よ
う
な
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
祈
る
姿
自
体
は
、
原
典
で
あ

る

『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
原
典
か
ら
読

み
取
れ
な
い
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
姿
が
描
か
れ
、
さ
ら
に

″
祈
り
の
姿
″
が
追
加
さ
れ
る
こ
と

田

中

日
田

に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
に
関
す
る
各
分
野
に
お
け
る
先
行
研
究
の
う
ち
、
そ
の
入
水
伝
承
に
関
し

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
上
代
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
吉
井
巌
、
守

屋
俊
彦
、
上
田
正
昭
ら
が

『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
比
較
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
出
自
の

検
証
、
霊
果

・
聖
樹
と
し
て
の

「橘
」
か
ら
の
考
察
、
中
国
の
伝
承
と
の
比
較
な
ど
を
行

っ
た
。

吉
井
と
守
屋
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
が
櫛
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
、
入
水
し
海
神
を
鎮
め
る

こ
と
、
常
世
の
橘
を
名
に
負
う
こ
と
な
ど
か
ら
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
巫
女
的
な
性
格
を
指
摘
し

て
い
る
。

一
方
、
民
俗
学
の
立
場
か
ら
は
、
平
野
馨
や
今
井
福
治
郎
が
、
女
性
が
海
に
投
じ
る
と

い
う

″
舟
玉
″
の
信
仰
と
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
伝
承
を
関
連
づ
け
て
い
る
。
入
江
英
弥
は
、
オ

ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
の
各
地
域

へ
の
伝
播
及
び
定
着
に
つ
い
て
、
漂
着
神
信
仰
や
、
海
上
安
全

を
祈
願
す
る
人
々
の
信
仰
及
び
修
験
者
の
布
教
活
動
を
要
因
と
し
て
あ
げ
る
。
遺
物
発
見
の
報
告

や
入
水
説
話
成
立
の
背
景
に
関
す
る
考
察
は
、
考
古
学
や
古
代
史
学
の
領
域
に
お
い
て
も
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
の
問
題
点
と
し
て
着
目
さ
れ
る
の
は
、
国
文
学
者
で
あ
る
吉
井
と
守
屋
に
代
表
さ
れ

る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像
の
美
化
、
感
傷
的
な
論
調
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
に

″
祈

り
の
姿
″
と
の
関
連
が
窺
え
る
。

本
稿
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
図
像
に
つ
い
て
、
そ
の
誕
生
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
様
相

を
概
観
す
る
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
伝
承
は
、
明
治
期
以
降
、
入
水
の
図
を
伴

っ
て
語
り
継
が

れ
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
図
像
に
関
し
て
は
各
分
野
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
考
察
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さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
従

っ
て
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
図
像
の
流
れ
を
把
握
す
る
作
業
が
要
請
さ
れ

る
。
本
稿
で
は
入
水
の
図
の
誕
生
と
そ
の
変
容
に
つ
い
て
概
説
し
、
各
図
像
の
詳
細
な
分
析
及
び

解
釈
は
、
稿
を
改
め
て
試
み
る
。

本
稿
の
手
順
と
し
て
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
謂
を
原
典
に
よ

つ
て
確
認
し
、
オ
ト
タ

チ
バ
ナ
ヒ
メ
入
水
の
図
の
噌
矢
と
考
え
ら
れ
る
図
像
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
図
像
が

継
承
さ
れ
変
容
し
て
ゆ
く
様
相
を
終
戦
時
ま
で
辿
り
、
多
く
の
児
童
が
入
水
の
図
を
目
に
す
る
機

会
と
な

っ
た
戦
前
の
国
定
国
語
教
科
書
を
と
り
あ
げ
る
。
最
後
に
、
戦
後
に
な

っ
て
入
水
の
図
に

新
た
な
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
触
れ
る
。

一
　

オ
ト

タ
チ

バ
ナ

ヒ
メ
入
水

の
図

の
誕
生
と
模

倣

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
入
水
の
説
話
を
確
認
す
る
た
め
、
『古
事
記
』
及
び

『
日
本
書
紀
』
の
該

当
部
分
を
以
下
に
引
用
す
る
。

『古
事
記
』
中
巻

其
よ
り
入
り
幸
し
て
、
走
水
海
を
渡
り
し
時
に
、
其
の
渡
の
神
、
浪
を
興
し
、
船
を
廻
ら
せ

ば
、
進
み
渡
る
こ
と
得
ず
。
爾
く
し
て
、
其

の
后
、
名
は
弟
橘
比
売
命
、
白
し
し
く
、

「妾
、
御
子
に
易
り
て
、
海
の
中
に
入
ら
む
。
御
子
は
、
遣
さ
え
し
政
を
遂
げ
、
覆
奏
す
べ

し
」
と
ま
を
し
き
。
海
に
入
ら
む
と
す
る
時
に
、
菅
畳
八
重

・
皮
畳
八
重

・
絹
畳
八
重
を
以

て
、
波
の
上
に
敷
き
て
、
其
の
上
に
下
り
坐
し
き
。
是
に
、
其
の
暴
浪
、
自
ら
伏
ぎ
て
、
御

船
、
進
む
こ
と
得
た
り
。
爾
く
し
て
、
其
の
后
の
歌
ひ
て
日
は
く
、

さ
ね
さ
し
　
相
模
の
小
野
に
　
燃
ゆ
る
火
の
　
火
中
に
立
ち
て
　
間
は
じ
君
は
も

故
、
七
日
の
後
に
、
其
の
后
の
御
櫛
、
海
辺
に
依
り
き
。
乃
ち
其
の
櫛
を
取
り
、
御
陵
を

作
り
て
、
治
め
置
き
き
。

〈
中
略
〉
故
、
其
の
坂
に
登
り
立
ち
て
、
三
た
び
歎
き
て
、
詔
ひ
て
云
ひ
し
く
、
「あ
づ
ま

は
や
」
と
い
ひ
き
。
故
、
其
の
国
を
号
け
て
阿
豆
麻
と
謂
ふ
。

『
日
本
書
紀
』
巻
第
七
　
旦示
行
天
皇
四
十
年
是
歳

亦
相
模
に
進
し
て
、
上
総
に
往
か
む
と
欲
ひ
、
海
を
望
み
て
高
言
し
て
日
は
く
、
「是
小
海

の
み
。
立
跳
に
も
渡
り
つ
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
乃
ち
海
中
に
至
り
、
暴
風
忽
に
起
り
、
王

船
漂
蕩
ひ
て
渡
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
時
に
、
王
に
従
ひ
ま
つ
る
妾
有
り
。
弟
橘
媛
と
日
ふ
。

穂
積
氏
忍
山
宿
禰
が
女
な
り
。
王
に
啓
し
て
日
さ
く
、
「今
し
風
起
り
浪
泌
く
し
て
、
王
船

没
ま
む
と
す
。
是
、
必
ず
海
神
の
心
な
り
。
願
は
く
は
賤
し
き
妾
が
身
を
以
ち
て
、
王
の
命

に
贖

へ
て
海
に
入
ら
む
」
と
ま
を
す
。
言
詑
り
て
、
乃
ち
瀾
を
披
け
て
入
る
。
暴
風
即
ち
止

み
、
船
岸
に
著
く
こ
と
得
た
り
。
故
、
時
人
、
其
の
海
を
号
け
て
馳
水
と
日
ふ
。
〈
中
略
〉

則
ち
甲
斐
よ
り
北
武
蔵

・
上
野
を
転
歴
て
、
西
碓
日
坂
に
逮
り
ま
す
。
時
に
、
日
本
武
尊
、

毎
に
弟
橘
媛
を
顧
ひ
た
ま
ふ
情
有
り
。
故
、
碓
日
嶺
に
登
り
ま
し
て
、
東
南
を
望
み
て
三
歎

か
し
て
日
は
く
、
ヨ
ロ
嬬
は
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
嬬
、此
に
は
菟
摩
生
ム
ふ
。故
、
因
り
て
山
の
東

の
諸
国
を
号
け
て
吾
嬬
国
と
日
ふ
。

両
書
の
記
述
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
が

「后
」
で
あ
る
こ
と
、
暴
風
と

荒
波
で
舟
が
進
ま
な
い
こ
と
、
そ
の
海
に
ヒ
メ
が
舟
か
ら
入

っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
『古
事
記
』

か
ら
は
、
櫛
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
、
波
の
上
に
数
種
類
の
敷
物
を
重
ね
て
敷
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ヒ
メ
が
海
に
入
る
前
に
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
対
し
て
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
告
げ

て
い
る
の
は
両
書
に
共
通
し
て
い
る
。
ヒ
メ
の
容
貌
や
装
飾
品
を
表
す
記
述
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
記
述
を
も
と
に
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
描
き
出
し
た
最
も
早
い
図
像
と
し
て
確
認
で

き
る
の
は
、
菊
池
容
斎

『前
賢
故
実
』
に
掲
載
さ
れ
た

「弟
橘
媛
」
で
あ
る

（図
１
）。　
一
八
六

八

（明
治
元
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

『前
賢

故
実
』
は
、
神
武
天
皇
以
後
の
忠
臣
五
百

人
以
上
の
図
像
と
評
伝
が
記
さ
れ
た
書
籍

で
あ
る
。
刊
行
後
、
画
家

・
美
術
家
の
間

で
流
行
し
、
歴
史
人
物
画
の
手
本
と
し
て

利
用
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
有
職
故

実
の
研
究
家
関
保
之
助
は
、
「私
共
の
幼

少
の
時
に
は
此
の
本
が
非
常
に
行
は
れ
、

当
時
の
歴
史
画
家
で
前
賢
古
実
を
学
ば
ぬ

者
は
、
恐
ら
く

一
人
も
な
い
と
云
つ
て
も

差
支

へ
な
い
程
で
あ
つ
た
」
亀
塔
影
』
第

図 1『前賢故実』「弟橘媛」
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一
二
巻
第
五
号
　
一
九
三
六
年
五
月
）
と
回
想
し
て
い
る
。
『前
賢
故
実
』
巻
末
に
は
菊
池
容
斎

が
参
照
し
た

「引
用
書
目
」
の

一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
点
以
上
を
数
え
る
書
目
名
の

筆
頭
に

『古
事
記
』
と

『
日
本
書
紀
』
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
菊
池
容
斎
は
こ
れ
ら
の
書
籍

類
の
調
査
に
加
え
、
実
際
に
関
西
の
古
社
寺
に
足
を
運
ん
で
見
聞
し
、
「彼
な
り
の
実
証
精
神
を

も

っ
て
」
歴
史
人
物
を
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の

『前
賢
故
実
』
の

「弟
橘
媛
」
が
、
以
後
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
図
像
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
明
治
期
の
雑
誌
や
児
童
書
の
挿
絵
の
多
く
が
よ
く

似
た
構
図
を
用
い
、
大
正
期
に
発
行
さ
れ
た
第
三
期
国
定
国
語
教
科
書
は
ヒ
メ
の
表
着
の
模
様
ま

で
が
模
写
し
た
か
の
よ
う
に
似
通

っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
図
１
を
詳
し
く
見
て
ゆ
き
た
い
。
ま
ず
ヒ
メ
の
顔
は
、
菊
池
容
斎
の
描
く
歴
史
人
物

画
に
よ
く
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
無
表
情
に
近
い
。
手
は
、
右
手
の
指
だ
け
が
わ
ず
か
に
胸
元
か

ら
の
ぞ
い
て
い
る
。
左
腕
は
曲
げ
ら
れ
、
左
手
は
見
え
な
い
。
腰
を
曲
げ
て
か
が
ん
だ
恰
好
で
波

に
向
か
い
、
右
足
先
は
す
で
に
波
に
浸
か
り
、
左
足
に
は
後
ろ
か
ら
の
波
が
か
ぶ
っ
て
き
て
い
る
。

髪
の
な
び
き
方
か
ら
は
、
か
な
り
の
勢
い
で
舟
か
ら
飛
び
降
り
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
装
飾
品

は
首
飾
り
ら
し
き
も
の
が
わ
ず
か
に
見
え
る
。
衣
装
は
、
模
様
の
つ
い
た
丈
の
短
い
表
着
、
そ
の

下
に
裾
の
長
い
着
物

（裳
）
を
着
て
お
り
、
こ
れ
が
大
き
く
後
ろ
に
な
び
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
ぐ
つ
υ

帯
と
思
わ
れ
る
細
長
い
布
も
見
え
る
。
さ
ら
に
ズ
ボ
ン
様
の
袴
を
穿
き
、
足
に
は
機

　

を
穿
い

て
い
る
。
波
の
様
子
か
ら
は
風
が
激
し
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
絵
は
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
が
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り

『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
は
こ
こ
ま
で
細
か
く
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
し
た
が
つ
て
菊
池
容
斎
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
衣
装
や
髪
型
、
表
情
、
体
勢
な
ど

ヒ
メ
の
表
象
の
多
く
を

「
で
き
る
範
囲
で
考
証
を
尽
く
し
」
「彼
な
り
に
甦
ら
せ
」
た
と
い
え
る
。

『前
賢
故
実
』
の
図
像
は
主
に
日
本
画
の
分
野
に
お
け
る

「歴
史
画
」
や
、
雑
誌
や
児
童
書
の

挿
絵
に
利
用
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の

「弟
橘
媛
」
は
、　
一
八
九

一

（明
治
二
十
四
）
年
九
月
発
行
の

婦
人
雑
誌

『女
鑑
』
２

八
九

一
～

一
九
〇
九
年
）
第
二
号
の
口
絵
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ

て
い
る

（図
２
）。
日
本
画
家

・
富
岡
永
洗
に
よ
る
絵
で
、
雑
誌
の
目
次
に
は

「弟
橘
姫
命
投
海

図
」
と
い
う
画
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
『女
鑑
』
は
第

一
号
か
ら

一
話
完
結
の
史
談
を
連
載
し

て
お
り
、
こ
の
号
で
は
考
証
学
者

・
佐
伯
有
義
に
よ
る

「弟
橘
姫
の
伝
」
が
掲
載
さ
れ
、
史
談
の

後
に
感
想
が
記
さ
れ
て
い
る
。

今
の
女
子
の
好
き
模
範
と
、
な

り
な
ん
と
思
ふ
ま

ゝ
に
、
そ
の

伝
記
の
あ
ら
ま
し
を
、
か
く
も

　

弟

の
せ
る
な
り
。
〈
中
略
〉
走
水

　

橋

の
海
に
て
、
皇
子
の
御
為
に
潔

　

姫命

く

一
身
を
犠
牲
に
さ

ゝ
げ
ら
れ

た
る
が
如
き
は
、
誠
に
貞
操
と

や
云
は
ん
、
活
発
と
は
申
し
侍

ら
ん
。
史
を
読
み
て
こ

ゝ
に
至
る
毎
に
常
に
衣
の
袖
の
濡
ふ
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

『女
鑑
』
は
そ
の
名
が
示
す
と
お
り

″良
妻
賢
母
″
を
女
性
の
手
本
と
し
て
か
か
げ
た
婦
人
雑

誌
で
あ
り
、
明
治
期
の
代
表
的
な
婦
人
総
合
雑
誌

の

一
つ
と
さ
れ
る
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
が

″
女
の
鑑
″
と
し
て
採
択
さ
れ
た
理
由
は
、
「
日
本
武
尊
の
軍
行
の
旅
に
随
ひ
奉
り
て
、
常
に
内
事

を
助
け
」
た
こ
と
、
「皇
子
の
御
為
に
潔
く

一
身
を
犠
牲
に
さ

ゝ
げ
」
た
こ
と
に
あ
る
。
後
者
は

『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
る
が
、
前
者
の

「常
に
内
事
を
助
け
」
た
こ
と
は
佐
伯
有
義

に
よ
る
挿
入
で
あ
り

「女
子
の
好
き
模
範
」
と
し
て
求
め
ら
れ
た
姿
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
姿
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
格
好
の
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
ゆ
く
こ

と
に
な
る
。

図
２
を
確
認
す
る
と
、
菊
池
容
斎
の
絵
と
は
ヒ
メ
の
表
情
が
異
な

っ
て
お
り
、
眉
間
に
し
わ
を

寄
せ
、
口
を
引
き
締
め
た
硬
い
表
情
が
描
か
れ
て
い
る
。
他
に
は
、
右
手
が
胸
元
で
は
な
く
下
に

下
ろ
さ
れ
て
い
る
点
、
首
飾
り
が
長
く
大
き
く
な
り
豪
華
に
描
か
れ
て
い
る
点
、
足
先
が
見
え
な

い
点
な
ど
が
異
な

っ
て
い
る
。

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
以
外
の
人
物
や
物
を
描
き
込
ん
だ
絵
も
あ
る
。
そ
れ
は

一
八
九

一

（明
治

二
十
四
）
年
二
月
発
行
の
児
童
向
け
読
本
、
小
中
村
義
象

・
落
合
直
文

『家
庭
教
育
歴
史
読
本
』

第

一
編
所
収

「能
褒
野
の
露
」
（博
文
館
）
の
挿
絵
で
あ
る
。
こ
の
書
籍
は

『古
事
記
』
『
日
本
書

紀
』
を
題
材
と
し
た
児
童
書
の
嗜
矢
と
考
え
ら
れ
る
。
「能
褒
野
の
露
」
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
伝

記
で
、
「古
事
記
、
日
本
紀
、
熱
田
縁
起
に
よ
れ
り
」
と
あ
る
。
画
家
の
名
は
不
明
。
挿
絵
は
四

枚
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
枚
目
の
挿
絵
が
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
が
海
に
入
る
場
面
で
あ
る

（図

３
）
。
先
に
述
べ
た

『女
鑑
』
よ
り
も
半
年
余
り
発
行
が
早
い
書
籍
で
あ
る
た
め
、
管
見
に
よ
れ 図2『女鑑』「弟橘姫命」
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ば

『前
賢
故
実
』
「弟
橘
媛
」
の
次
に

描
か
れ
た
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
図
像

で
あ
る
。
こ
の
挿
絵
に
は
い
く

つ
か
の

特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
舟
と
二
人
の

人
物
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

こ
れ
ら
を
描
き
込
む
こ
と
に
よ
り
画
面

上
部
の
空
白
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
波
も

画
面
い
っ
ぱ
い
に
表
さ
れ
て
い
る
た
め

に
、
や
や
雑
然
と
し
た
印
象
を
受
け
る
。
舟
の
形
は
舟
形
埴
輪
を
参
照
す
る
な
ど
考
古
学
の
方
面

か
ら
の
時
代
考
証
を
踏
ま
え
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
注
意
し
た
い
の
は
、
舟
と
オ
ト
タ
チ
バ
ナ

ヒ
メ
の
距
離
感
で
あ
る
。
非
常
に
近
い
こ
と
が
見
て
と
れ
、
舟
か
ら
ま
さ
に
飛
び
降
り
る
光
景
に

現
実
味
と
臨
場
感
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
舟
の
上
で
は

一
人
が
縁
に
手
を
か
け
て
ヒ
メ
を
見

つ

め
、
も
う

一
人
が
目
を
覆
い
、
ヒ
メ
が
波
に
入
る
の
を
見
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
舟
と
こ
の
人

物
た
ち
の
描
き
込
み
に
よ
る
効
果
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
行
動
に
現
実
感
が
増
し
、
同
時
に

哀
れ
と
い
っ
た
感
情
が
起
こ
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

こ
の
挿
絵
の
も
う
ひ
と

つ
の
特
徴
は
、
『古
事
記
』
の
記
述
に
従

っ
た
部
分
で
あ
る
。
波
の
上

に
筵
の
よ
う
な
敷
物
が
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
『古
事
記
』
の

「菅
畳
八
重
、
皮
畳
八
重
、
絶
畳

八
重
を
以
て
、
波
の
上
に
敷
き
て
、
其
の
上
に
下
り
坐
し
き
」
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
挿
絵
の
画

家
は

『前
賢
故
実
』
の
絵
を
参
照
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
は
別
に

『古
事
記
』
の
該
当
箇
所
も

確
認
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
期
の
ほ
か
の
児
童
書
に
は
、
こ
の
敷
物
が
描
き
込
ま
れ
た
絵
は

確
認
で
き
な
い
。

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
自
身
に
注
目
す
れ
ば
、
髪
や
衣
装
は

『前
賢
故
実
』
の

「弟
橘
媛
」
と
似

通

っ
て
い
る
。
し
か
し
表
情
は
、
眉
を
寄
せ
口
元
も
歪
め
て
お
り
、
苦
痛
あ
る
い
は
恐
怖
の
感
情

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
両
手
を
そ
れ
ぞ
れ
胸
元
で
握
り
し
め
て
、
体
全
体
を
丸
め

し
ゃ
が
ん
だ
格
好
を
し
て
お
り
、
高
所
か
ら
飛
び
降
り
る
体
勢
が
よ
く
描
き
表
さ
れ
て
い
る
。

注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
書
籍
が

『家
庭
教
育
歴
史
読
本
』
叢
書
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
紙

見
返
し
に
は
教
育
勅
語
が
朱
書
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「緒
言
」
に
は

「忠
孝
節
義
の
風
を
か

ね
て
養
は
じ
め
む
」
と
あ
り
、
歴
史
の

「事
責
の
感
覚
を
、
深
く
讀
者
に
典

へ
じ
め
む
と
な
り
。

董
を
括
み
た
る
も
、
ま
た
お
な
じ
」
と
し
て
、
歴
史
を
そ
の
ま
ま
の
事
実
と
し
て
児
童
に
与
え
よ

う
と
す
る
書
籍
と
い
え
る
。
「事
責
の
感
覚
」
を
読
者
に
与
え
る
た
め
に
、
舟
や
人
物
の
描
き
込

み
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
姿
態
な
ど
が
細
か
く
描
写
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

一
八
九
八

（明
治
三
十

一
）
年
発
行
の

「
日
本
お
伽
噺
」
第
十
七
編

『草
薙
剣
』
の
挿
絵
は

『前
賢
故
実
』
と
よ
く
似
た
構
図
だ
が
、　
一
九
〇
二

（明
治
三
十
五
）
年
発
行
の

『金
港
堂
豪
傑

ば
な
し
　
日
本
武
尊
』
の
挿
絵

（図
４
）
で
は
変
化
が
見
ら
れ
、
頭
部
か
ら
飛
び
込
む
構
図
と
な

っ
て
い
る
。
挿
絵
画
家
名
は
不
明
だ
が
、
こ
こ
に
は

『前
賢
故
実
』
の

「弟
橘
媛
」
か
ら
離
れ
た

画
家
の
視
点
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
書
籍
本
文
に
は

「菅
畳
を
八
重
に
、
皮
畳
を
八
重

に
、
き
ぬ
畳
を
八
重
に
を
以
て
、
其
れ
を
波
の
上
に
、
敷
き
重
ね
て
、
其
の
上
に
、
お
坐
り
の

ま

ゝ
、
荒
波
の
中
に
、
飛
び
込
み
ま
し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
は
絵
に
表
さ
れ

て
い
な
い
。
手
や
足
の
様
子
は
、
波
に
隠
れ
る
な
ど
曖
味
に
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
末
期
の
児
童
書
で
は
、
『前
賢
故
実
』
の

「弟
橘
媛
」
を
受
け
継
ぎ

つ
つ
も
、

左
右
対
称
の
挿
絵
が
登
場
す
る
。　
一
九

一
〇

（明
治
四
十
三
）
年
発
行
の

「
日
本
お
伽
噺
」
第
四

十
四
編

『
日
本
武
尊
』
、　
一
九

一
一

（明
治
四
十
四
）
年
発
行
の

「歴
史
お
伽
」
第
六
編

『
日
本

武
尊
』
で
あ
る
。
後
者
の
挿
絵

（図
５
）
を
見
て
み
る
と
、
袖
回
の
広
い
表
着

（唐
衣
か
）
と
袴

飛

び

込

み

ま

し

た

　

　

　

．

ｒ

の

し

る
し

に

や
、

鮮

は

な

ど
、
　
沸

ぞ
、
　
む

か
う

の
岸

に
、

来

ま

し

た
。

着
び

き

み

掛

ぼ

す

略

に
、

；
ヽ
も

札
褥
の
′―、‐
貯

胸

ゆ

る

た

の
、
　
た

の
中

つ
て
・
　
阻

ふ
た

相

も
、

〉
き
ぼ

ル
ヽ

に
、
　

お
聡

ひ

図4『金港堂豪傑ばなし 日本武尊』挿絵
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図3「能褒野の露」挿絵

図5「歴史お伽」第六編『日本武尊』挿絵
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を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
代
考
証
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
手
だ
。
両
手
の
指
を
組
合
せ
、
祈
る
よ
う

な
姿
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
手
の
形
が

″
祈
り
″
を
表
す
か
ど
う
か
は
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
何
か
を
念
じ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
両
手
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

が
明
確
に
わ
か
る
図
像
は
、
こ
れ
ま
で
の
入
水
の
図
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
『前
賢
故
実
』
「弟

橘
媛
」
や

『女
鑑
』
「弟
橘
姫
命
」
で
は
、
手
は
右
手
だ
け
が
自
然
な
位
置
で
描
き
表
わ
さ
れ
、

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
何
ら
か
の
心
情
を
表
現
し
て
は
い
な
か

っ
た
。
『家
庭
教
育
歴
史
読
本
』

で
は
両
手
を
そ
れ
ぞ
れ
固
く
握
り
し
め
、
恐
怖
や
苦
痛
、
も
し
く
は
決
意
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と

な

っ
て
い
た
。
ま
た

「
日
本
お
伽
噺
」
第
十
七
編

『草
薙
剣
』
の
挿
絵
で
は
、
手
は
体
の
前
で
交

差
さ
せ
て
両
肩
を
抱
き
じ
め
る
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
眉
間
に
は
跛
が
刻
ま
れ
、
歯
を
食
い
し

ば
り
両
目
を
き

つ
く
閉
じ
、
苦
痛
や
恐
怖
に
耐
え
る
表
情
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「歴

史
お
伽
」
第
六
編

『
日
本
武
尊
』
で
は
、
指
を
組
み
合
わ
せ
た

″
祈
り
の
姿
″
を
し
、
や
や
眉
を

寄
せ
目
を
伏
せ
た
静
か
な
表
情
で
海
に
入
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

一
一　
大
正
期
、
昭
和
戦
前

・
戦
中
期
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像

次
に
、
大
正
期
の
挿
絵
を
見
て
ゆ
く
。
ま
ず
は

一
九

一
九

（大
正
八
）
年
八
月
発
行
の
雑
誌

『少
年
世
界
』
に

″祈
り

の
姿
″
を
し
た
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
確
認
で
き
た

（図

６
）
。
こ
こ
で
は
、
両
手
を
顔
の
前
で
合
わ
せ
た
合
掌
の
姿

で
海
に
飛
び
込
ん
で
い
る
。
ほ
か
に
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
が

描
か
れ
た
大
正
期
の
児
童
書
は
三
冊
あ
り
、
そ
の
う
ち

一
九

二
三

（大
正
十
二
）
年
発
行
の
模
範
児
童
文
庫

『日
本
武

尊
』
で
は
、
絵
は
口
絵
と
挿
絵
が
そ
れ
ぞ
れ

一
枚
の
み
し
か

な
く
、
そ
の
挿
絵
が
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
の
図
で
あ

る
。
ま
た
、　
一
九
二
四

（大
正
十
三
）
年
発
行
、
少
年
歴
史

物
語

『草
薙
の
剣
』
で
は
、
二
枚
の
挿
絵
の
う
ち

一
枚
が
オ

ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
で
あ
る
。
両
書
と
も
挿
絵
の
全
体
数
が
少

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
の
中
か
ら
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
場
面
が
選
択
さ

れ
描
か
れ
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
模
範
児
童
文
庫

『
日
本
武
尊
』
は
学
校
教
科
書
を

補
完
す
る
目
的
で
編
ま
れ
て
お
り
、
少
年
歴
史
物
語

『草
薙
の
剣
』
も
教
育
関
連
団
体
に
よ
る
編

集
で
あ
る
。
と
も
に
児
童
の
教
育
と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
両
書
は
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の

場
面
を
視
覚
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
後
述
す
る
が
、　
一
九
二

二

（大
正
十

一
）
年
発
行
の
第
三
期
国
定
国
語
教
科
書

『尋
常
小
学
国
語
読
本
』
に
、
オ
ト
タ
チ

バ
ナ
ヒ
メ
が
挿
絵
入
り
で
登
場
し
た
ば
か
り
で
あ

つ
た
。
教
材
が
短

い
文
語
体
で
あ

っ
た
た
め
、

こ
れ
ら
児
童
書
に
お
け
る
国
語
体
に
よ
る
詳
し
い
記
述
お
よ
び
教
材
と
は
異
な
る
挿
絵
は
、
児
童

た
ち
の
理
解
を
補
助
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
昭
和
前
期
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
昭
和
に
入

っ
て
か
ら
の
挿

絵
の
特
徴
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
日
本
画
の
様
式
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
漫
画
的
な
絵
が
増
え
る
と
い

う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず

一
九
二
九

（昭
和
四
）
年
七
月
発
行

『少
年
倶
楽
部
』
に
、
濱
田
廣

介
の
詩

「お
と
た
ち
ば
な
媛
」
が
あ
り
、
川
上
四
郎
に
よ
る
絵
が
確
認
で
き
る
。
構
図
は

『前
賢

故
実
』
「弟
橘
媛
」
と
同
じ
で
、
ヒ
メ
か
ら
や
や
離
れ
た
後
方
に
舟
と
数
人
の
人
物
が
描
き
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

一
九
三
五

（昭
和
十
）
年
発
行

の

「少
年
大
日
本
史
」
第
三
巻

『
日
本
武
尊
』
（図
７
）
で

は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
姿
勢
や
角
度
に

『前
賢
故
実
』
の

「弟
橘
媛
」
以
来
引
き
継
が
れ
て

き
た
視
点
が
見
ら
れ
る
。　
一
方
で
舟
の
形
、
男
性
の
衣
装
、
ヒ
メ
の
衣
装
と
沓
、
髪
型
な
ど
は
時

代
考
証
を
踏
ま
え
た
う
え
で
描
き
表
し
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
こ
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
た
他
の

挿
絵
の
中
に
は
埴
輪
の
写
生

図
や
古
墳
の
想
像
図
な
ど
が

あ
り
、
遺
物
の
調
査
、
遺
跡

の
発
掘
な
ど
考
古
学
進
展
の

成
果
が
現
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
衣
装

・
沓

・
髪
型
な

ど
す

べ
て

『古
事
記
』
『
日

本
書
紀
』
原
典
に
は
記
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
挿
絵

図 6『少年世界』25-8「 日本武尊」挿絵
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図 7 少年大日本史『日本武尊』挿絵
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は
考
古
学
上
発
見
さ
れ
た
細
か
い

″
史
実
″
が

描
き
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ

メ
が
言
う

「海
の
神
様
が
皇
子
に
祟
り
を
す
る

の
で
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
。
御
大
切
な
御
身
、
私

が
御
身
代
り
に
、
人
身
御
供
と
な
り
ま
し
て
、

海
中
に
入
り
ま
せ
う
」
と
い
う
言
葉
と

「た
ふ

と
い
媛
」
の
行
為
は
、
挿
絵
の
臨
場
感
と
古
代

の
史
実
に
よ

っ
て
、
よ
り
現
実
感
を
持

っ
た
も

の
と
し
て
児
童
た
ち
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、

一
九
四
〇

（昭
和
十
五
）
年
発
行

『
日
本
肇
国
物
語
』
は
、
指
を
組
み
合
わ
せ
る

”　
　
　
″
祈
り
の
姿
″
で
海
に
入
る
挿
絵
で
あ
る

（図

８
）。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
は

「悪
者
の
征
伐

に
も

〈
中
略
〉
け
は
し
い
山
を
の
ぼ
る
と
き
も
、
は
げ
し
い
坂
を
下
る
と
き
も
、
尊
の
お
そ
ば
を

は
な
れ
ず
に
お
供
し
て
き
た
」
。
そ
し
て

「海
神
を
な
だ
め
た
い
」
「
よ
ろ
こ
ん
で
お
身
代
わ
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
海
に
沈
む
。
そ
の

「忠
義
な
弟
橘
媛
の
心
」
が
通
じ
た
の
か
、
海
は

鎮
ま
る
。
強
調
さ
れ
る
の
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
忠
節
心
で
あ
る
。

ほ
か
に

一
九
四
〇

（昭
和
十
五
）
年
発
行

『
日
本
国
史
美
談
』
第

一
巻
、　
一
九
四
三

（昭
和
十

八
）
年
発
行

『童
話
日
本
国
史
』
に
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
挿
絵
が
確
認
で
き
た
。
ま
ず
後
者

は
、
図
８
と
同
じ
く
見
開
き
の
挿
絵
で
、
同
じ
位
置
に
ヒ
メ
が
描
か
れ
て
い
る
。
漫
画
的
な
簡
素

化
さ
れ
た
線
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ヒ
メ
は
手
を
組
ま
ず
に
両
手
を
下
に
差
し
出
し
て
い
る
。
前

者
の

『
日
本
国
史
美
談
』
の
挿
絵
は

『前
賢
故
実
』
「弟
橘
媛
」
に
似
た
日
本
画
風
の
絵
で
、
背

景
に
舟
の
舶
先
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
文
に
は
、
『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い
、
以
下
の

文
章
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

弟
橘
媛
の
た
ふ
と
い
犠
牲
が
尊
の
御
身
と
皇
軍
を
す
く
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
媛
こ
そ
日
本

女
子
の
鑑
で
あ
る
。
〈
中
略
〉

そ
の
神
々
し
い
美
し
い
御
姿
と
そ
の
男
ま
さ
り
の
御
ふ
る
ま
ひ
を
拝
し
た
皇
軍
の
将
士
は

ど
ん
な
に
感
激
し
、
発
奮
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

尊
も
ど
れ
ほ
ど
媛
の
お
や
さ
し
い
な
ぐ
さ
め
を
お
喜
び
に
な
つ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
媛
の

御
姿
を
拝
め
ば
、
将
士
は
旅
の
苦
し
さ
も
忘
れ
た
。

そ
の
や
さ
し
い
微
笑
は
戦
ひ
つ
か
れ
た
将
士
に
、
は
げ
し
い
気
力
を
よ
み
が
へ
ら
せ
た
。

媛
の
御
手
あ
つ
い
お
世
話
に
涙
を
流
し
、
皇
室
の
御
栄
を
い
の
り
な
が
ら
死
ん
で
行

つ
た

戦
傷
者
も
あ
つ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

媛
の
慈
愛
の
御
言
葉
に
感
激
し
て
病
気
を
忘
れ
て
、
剣
を
と

つ
て
立
つ
た
勇
士
も
多
か
つ

た
こ
と
で
あ
ら
う
。

ま
た
、
行
く
さ
き
ノ゙
ヽ

の
賊
も
、
媛
の
お
い
つ
く
し
み
が
身
に
し
み
て
、
悪
い
心
を
あ
ら

た
め
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

良
民
た
ち
は
媛
を
女
神
の
や
う
に
あ
り
が
た
く
拝
ん
だ
こ
と
で
あ
ら
う
。

あ

ゝ
、
そ
の
媛
は
つ
ひ
に
た
ふ
と
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
感
激
を
も

っ
て
語
ら
れ
る
こ
の
書
籍
で
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
は
、
美
し
く
、
慈

悲
の
心
を
持
ち
、
強
く
優
し
く
、
ま
た
傷
病
兵
の
見
舞
い
な
ど
も
し
、
そ
れ
は
戦
時
下
に
お
け
る

女
子
、
さ
ら
に
い
え
ば
皇
后
と
し
て
の
役
割
を
呆
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
姿
は

「
日
本
女
子

の
鑑
」
と
し
て
挿
絵
と
と
も
に
児
童
に
植
え

つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
雑
誌
や
児
童
書
の
挿
絵
で
は

な
く
日
本
画
を
と
り
あ
げ
た
い
。　
一
九
三

四

（昭
和
九
）
年
以
降

一
九
四
二

（昭
和

十
七
）
年
ま
で
に
描
か
れ
た

「国
史
絵

画
」
の
う
ち
の

一
作
、
伊
東
深
水

『弟
橘

媛
』
で
あ
る

（図
９
）
。
こ
の
オ
ト
タ
チ

バ
ナ
ヒ
メ
像
は
、
指
を
組
合
せ
静
か
に
目

を
と
じ
る

″
祈
り

の
姿
″
に
他
な
ら
な

い
。
荒
海

の
中
に
飛
び
込
む
美
し

い
姿

が
、　
一
五

一
×

一
八

一
Ｃｍ
と
い
う
大
画
面

で
迫
る
。
こ
の
絵
画
の
鑑
賞
者
は
、
児
童

の
予
定
で
あ

っ
た
。
「国
史
絵
画
」
制
作

図8『 日本肇国物語』挿絵

図 9 伊東深水『弟橘媛』
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の
契
機
は
、　
一
九
三
三

（昭
和
八
）
年
、
昭
和
天
皇
の
長
男
誕
生
と
い
う
慶
事
を
機
に
、
東
京
府

で
修
養
道
場

「養
正
館
」
の
建
設
が
企
画
さ
れ
、
そ
こ
に

一
連
の
国
史
を
表
す
絵
画
を
展
示
す
る

計
画
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
合
計
七
十
八
点
の
国
史
を
主
題
と
す
る
絵
画
が
、
五
十
五
人

の
画
家
に
よ
つ
て
制
作
さ
れ
た
。
し
か
し

一
九
四
二
年
四
月
に
制
作
が
完
了
し
た
も
の
の
、
養
正

館
の
展
示
施
設
が
完
成
せ
ず
、
東
京
都
の
管
理
下
に
お
か
れ
た
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

修
養
道
場
は
心
身
共
に
健
全
な
少
国
民
の
育
成
を
目
的
と
し
た
場
で
あ
り
、
連
作
の

「国
史
絵

画
」
は
、
道
場
に
お
け
る
教
養
面
で
の
教
育
的
効
果
を
ね
ら

つ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
教
育
と

は

「囲
史
を
通
じ
て
雄
大
な
る
肇
國
精
神
を
性
得
し
、
日
本
精
神
を
錬
成
せ
ん
と
す
る
」
も
の

だ
。
こ
の
よ
う
に
少
国
民
の
精
神
修
養
、
教
育
の
た
め
に
描
か
れ
た
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
は
、
特

に
女
子
の
模
範
像
と
し
て
児
童
に
鑑
賞
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
実
現
さ
れ
な
か

っ

た
。以

上
、
第

一
節
、
第
二
節
を
と
お
し
て
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
入
水
の
図
の
噌
矢
と
考
え
ら
れ

る

『前
賢
故
実
』
「弟
橘
媛
」
以
降
の
、
婦
人
雑
誌
、
児
童
雑
誌
、
児
童
書
及
び
日
本
画
に
お
け

る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像
に
つ
い
て
概
説
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
女
子
の
鑑
、
模
範
像

の
描
写
と
い
っ
た
教
育
的
効
果
と
の
関
わ
り
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
実
際
に
小
学
校
で
は

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
教
育
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
見
て

ゆ
く
。

〓
一　
戦
前

の
小
学
校
教
科
書
に
お
け
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像

本
節
で
は
、
戦
前
の
小
学
校
の
国
定
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
教
材

の
挿
絵
を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
。
教
科
書
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
児
童
書
や
雑
誌
と
比
べ

″
読
者
″
の
数
が
圧
倒
的
に
多
い
媒
体
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
齢
の
児
童
が
同
時
期
に

一
斉
に
同

教
材
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
教
材
に
対
し
て
ほ
ぼ
共
通
の
認
識
を
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
教
科
書
が
児
童
に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
、
教
科
書
の
挿
絵
が

児
童
に
も
た
ら
す
効
果
と
し
て
、
国
文
学
者
の
吉
井
巌
に
よ
る
回
想
は
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

吉
井
は

「ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
か
、
と
い
う
こ
と
な
ど

一
切
お
ぼ
え
て
い
な
い
」
が
、
復
刻
版
の

教
科
書
で
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
挿
絵
を
見
た
瞬
間
、
古
い
記
憶
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
た
と
い
う
。
「私

同
様
、
こ
れ
ら
の
さ
し
絵
か
ら
、
少
年
時
代
の
学
習
の

一
こ
ま
を
思
い
お
こ
さ
れ
る
人
が
あ
る
に

ち
が
い
な
い
」
と
、
教
科
書
の
挿
絵
の
印
象
強
さ
を
述
べ
て
い
る
。

吉
井
が
学
ん
だ
教
科
書
は
、　
一
九

一
八

（大
正
七
）
年
発
行
の
第
三
期
国
定
国
語
教
科
書
で
あ

る
。
後
述
す
る
が
、
こ
の
教
科
書
に
は

「弟
橘
媛
」
の
独
立
し
た
課
が
あ
り
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ

メ
の
挿
絵
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
教
材
の
考
察
に
入
る
前
に
、
そ
れ
ま
で
の
教
科
書
に
掲
載

さ
れ
た
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
記
述
に
つ
い
て
纏
め
て
お
こ
う
。

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
名
は
、　
一
九
〇
三

（明
治
三
十
六
）
年
か
ら
使
用
さ
れ
る
国
定
教
科
書

よ
り
も
前
の
、
自
由
採
択
期
及
び
検
定
期
の
歴
史

（国
史
）
及
び
国
語

（読
本
）
教
科
り
に
現
わ

れ
て
い
た
。
し
か
し
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
挿
絵
は
な
い
。
ま
ず
歴
史
で
は
、
『教
科
書
大
系
』

記
載
の
検
定
期
以
前
の
教
科
書
だ
け
で
も
七
種
類
に
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
名
を
確
認
で
き
た
。

た
と
え
ば
、
自
由
採
択
期
で
あ
る

一
八
八

一

（明
治
十
四
）
年
発
行
の

『新
編
日
本
署
史
』
で
は

「初
メ
皇
子
ノ
海
ヲ
渡
ル
爬
二
相
模
海

二
遇
フ
、
船
殆
卜
覆
没
セ
ン
ト
ス
、
時

二
寵
姫
橘
媛
従

ヘ

リ
、
媛
日
ク
是
海
神
祟
ヲ
為
ス
、
願
ク
ハ
妾
之

二
当
ラ
ン
ト
、
自
カ
ラ
海

二
投
ス
」
と
記
さ
れ

る
。
ま
た
、　
一
八
八
八

（明
治
二
十

一
）
年
発
行
の
検
定
教
科
書

『小
学
校
用
日
本
歴
史
』
巻
之

上
で
は
、
「鵬
風
俄

二
起
り
、
船
将
二
覆
ラ
ン
ト
ス
。
妃
弟
橘
媛
軍
二
従

ヘ
リ
。
尊
ノ
命

二
代
ラ

ン
コ
ト
ヲ
祈
り
、
身
ヲ
躍
ラ
シ
テ
海
二
投
ズ
」
と
記
さ
れ
る
。
ほ
か
の
教
科
書
も
簡
潔
な
記
述
で

あ
り
、
挿
絵
は
な
い
。

検
定
期
の
国
語
教
科
書
で
は

一
八
八
八

（明
治
二
十

一
）
年

『高
等
小
学
読
本
』
巻
之

一
に
確

認
で
き
、
「海
ヲ
渡
リ
テ
、
上
総
二
至
ル
舟
中
、
難
風
二
逢
ヒ
、
弟
橘
媛
、
海

二
投
ゼ
リ
」
と

い

う
記
述
が
見
ら
れ
た
が
、
挿
絵
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
国
定
期
よ
り
前
の
記
述
は
い
ず
れ
も
簡

潔
で
あ
り
、
そ
れ
は
景
行
天
皇
あ
る
い
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
話
の

一
部
と
い
う
扱

い
か
ら
生
じ
て

い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
国
定
教
科
書
を
見
て
ゆ
く
。
歴
史
教
科
書
で
は
第

一
期
か
ら
第
五
期
に
、
第
三
課

「
日

本
武
尊
」
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
も

っ
ぱ
ら
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
活
躍
を
中
心
に
述
べ
た
も
の

で
あ
り
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
名
は
な
い
。
ま
た
、
国
定
期
の
最
終
に
あ
た
る
第
六
期
で
は

「
日
本
武
尊
」
の
独
立
し
た
課
が
な
く
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
景
行
天
皇
の
代
と
し
て
わ
ず
か
に
記

さ
れ
、
ヒ
メ
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
は
国
定
歴
史
教
科
書
か
ら
姿
を
消
し

た
の
で
あ
る
。
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一
方
、
国
語
教
科
書
で
は
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
は
ひ
と
つ
の
課
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
た

だ
し
そ
れ
は
、　
一
九
二
二

（大
正
十

一
）
年
発
行
の
、
第
二
期
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

一
九

〇
三

（明
治
三
十
六
）
年
に
国
定
制
度
に
な

っ
て
か
ら
の
約
二
十
年
間
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
こ
の
間
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
は
児
童
書
や
雑
誌
に
よ
っ
て
児
童
た
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
教
科
書
の
普
及
率
に
比
べ
れ
ば
少
人
数

へ
の
伝
達
に
留
ま

っ
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。

第
三
期
国
定
国
語
教
科
書
に
は
、
二
種
類
が
存
在
す
る
。
ひ
と

つ
は
第
二
期
教
科
書
を
修
正
し

た

『尋
常
小
学
読
本
』
（黒
表
紙
本
）
、
も
う

一
方
は
新
た
に
編
纂
し
た

『尋
常
小
学
国
語
読
本
』

（白
表
紙
本
）
で
あ
紳
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
は

「黒
表
紙
本
」
「白
表
紙
本
」
両
方
に
採
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

「黒
表
紙
本
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
「黒
表
紙
本
」
巻
九
第
十
八
課

「弟
橘
媛
」
は
、
文
語
体
の
短

い
教
材
で
、
挿
絵
は
な
い
。
こ
の
教
科
書
の
編
纂
趣
意
書
の

「教

授
上
ノ
注
意
」
に
、
「史
実
ト
シ
テ
之
ヲ
授
ケ
ン
ヨ
リ
ハ
、
日
本
婦
人
ノ
美
シ
キ
行
ヲ
説
ケ
ル

一

伝
説
卜
見
ル
ヲ
可
ト
ス
。
」
と
あ
る
の
に
は
着
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
歴
史
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
な

い
理
由
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
史
実
で
は
な
く
、
道
徳
的
な
教
え
を
諭
す
の
に

よ
い
伝
説
と
い
う
位
置
づ
け
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
女
子
教
育
の

一
環
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。

一
方
、
「白
表
紙
本
」
は
巻
九
の
三
に

「弟
橘
媛
」
を
掲
載
す
る
。
「黒
表
紙
本
」
と
同
じ

一
九

二
二

（大
正
十

一
）
年
発
行

で
、
内
容
も
文
体
も
、
漢
字

・
か
な
の
用
い
方
が
部
分
的

に
異
な
る
だ
け
で

「黒
表
紙

本
」
と
同
じ
で
あ
る
。
編
纂
趣
意
書
に
注
意
事
項
は
な
く
、
出
典
を

「
「弟
橘
媛
」

ハ
古
事
記
及

ビ
日
本
書
紀
。」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。
こ
の

「白
表
紙
本
」
に
は
挿
絵
が
あ
る

（図
１０
）
。
第

一

節
で
す
で
に
述
べ
た
が
、
構
図
が

『前
賢
故
実
』
「弟
橘
媛
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
表
着
の
模
様
が

酷
似
し
て
い
る
。
表
着
の
袖
丈
が
異
な
る
な
ど
細
か
い
差
異
は
あ
る
が
、
『前
賢
故
実
』
を
も
と

に
描
い
た
と
見
ら
れ
る
。
合
掌
な
ど

″
祈
り
の
姿
″
で
は
な
い
が
、
衣
服
の
跛
か
ら
両
手
を
胸
の

前
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「御
身
代
り
と
な
り
て
海
に
入
り
神
の
御
心
を
な
だ
む
べ
し
」

と
い
う
決
意
と
と
も
に
海
に
入
っ
て
い
く
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

児
童
書
で
は
、
こ
の
頃
ま
で
に
多
く
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
伝
記
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
の
英
雄
諄
は
女
児
よ
り
も
男
児
が
好
む
ジ
ャ
ン
ル
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
女
児
が
ど
の
程

度
こ
の
話
を
知

っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
国
定
国
語
教
科
書
に
よ

っ
て
女
児

も
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
話
を
読
む
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
語

体
で
書
か
れ
た
こ
の
教
材
の
発
行
の
直
後
、
教
育
関
連
団
体
か
ら
数
点
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
児
童

書
が
出
版
さ
れ
、
と
り
わ
け
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
挿
絵
が
描
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
オ
ト
タ
チ

バ
ナ
ヒ
メ
の
話
に
対
す
る
理
解
を
よ
り

一
層
深
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「黒
表
紙
本
」
「白

表
紙
本
」
巻
九
の
発
行
年
で
あ
る

一
九
二
二
年
の
就
学
児
童
数
は
九
、　
三
ハ
八
、
八
九

一
人
。
そ

の
就
学
率
は
、
九
十
九

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
し
て
い
た‐
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
相
当
数
の
児
童
が

教
科
書
と
い
う
媒
体
に
よ

っ
て
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
話
を
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
挿
絵

は
第
四
期
発
行
ま
で
十
四
年
間
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
『前
賢
故
実
』
「弟
橘
媛
」
に
基
づ
い
た

絵
が
、
多
人
数
の
児
童
に
、
長
期
に
わ
た

っ
て
影
響
を
与
え
続
け
た
と
い
え
る
。

次
に
、
第
四
期
国
定
国
語
教
科
書

『小
学
国
語
読
本
　
ヨ専
常
科
用
』
、
俗
称

「サ
ク
ラ
読
本
」

を
見
て
ゆ
き
た
い
。　
一
九
三
六

（昭
和
十

一
）
年
に
発
行
さ
れ
た
巻
七
の
二

「弟
橘
媛
」
で
あ

る
。
ま
ず
挿
絵

（図
Ｈ
）
に
注
目
す
る
と
、
児
童
書
な
ど
を
含
め

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
絵
と
は
ま

っ
た
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
国
定
国
語
教
科
書
の
す
べ
て
の
教
材
に
お
け
る
第

一
期
か

ら
の
挿
絵
の
変
化
と
し
て
は
、
第
二
期
ま
で
が
純
日
本
画
風
の
絵

が
多
く
、
大
体
児
童
に
親
し
め
な
い
も
の
で
あ
り
、
第
三
期
で
こ

の
趣
を
異

に
し
、
第
四
期
に
至

っ
て

「更
に
面
目
を

一
新
し
」

「挿
画
そ
の
も
の
が
児
童
に
親
じ
め
る
も
の
に
な
つ
た
」
と

い
う

＃碑

図11『小学国語読本』挿絵

図 10『尋常小学国語読本』挿絵
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流
れ
が
あ
る
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
に
関
し
て
は
、
第
三
期
は
未
だ
日
本
画
風
で
あ
り
、
こ
の
第

四
期
で

『前
賢
故
実
』
に
倣
わ
な
い
構
図
と
な
り
、
筆
致
も
異
な
る
絵
と
な

っ
た
。
右
手
は
上
に

伸
ば
し
、
左
手
は
肘
を
曲
げ
下
に
出
し
、
海
に
飛
び
込
む
に
し
て
は
不
自
然
な
体
勢
だ
。
当
時
の

第
四
期
国
定
国
語
教
科
書
の
研
究
書
で
あ
る

『小
学
国
語
読
本
綜
合
研
究
』
で
は
、
こ
の
挿
絵
に

関
し
て
国
文
学
者
の
武
田
祐
吉
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

弟
橘
媛
の
海
に
お
入
り
に
な
る
図
は
、
菊
池
容
斎
の
前
賢
故
実
に
出
て
居
り
、
読
本
の
図

は
、
こ
れ
に
基

い
て
い
る
や
う
で
あ
る
。
上
の
方
に
撥
ね
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
御
裳
で

あ
ら
う
。

『前
賢
故
実
』
と
の
共
通
点
を
見
い
だ
し
に
く
い
こ
の
挿
絵
で
も

『前
賢
故
実
』
に
基
づ
い
た

と
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
興
味
深
い
発
言
で
あ
る
。
『前
賢
故
実
』
が
昭
和
に
入

っ
て
も
な
お

影
響
力
を
保

っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

第
四
期
と
第
三
期
の
教
材
が
異
な
る
点
は
、
挿
絵
だ
け
で
は
な
い
。
文
語
体
か
ら
国
語
体
に
改

め
ら
れ
、
さ
ら
に
教
材
独
自
の
文
章
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル

一
行
が
乗

っ
た
船
が
沖
に
さ
し
か
か

つ
た
と
き
に
、
嵐
が
起
こ
る
。
そ
の
描
写
は
次
の

よ

つヽ
だ
。

風
は
忽
ち
大
波
を
巻
起
し
、
波
は
船
を
木
の
葉
の
や
う
に
ゆ
り
動
か
し
た
。
も
う
進
む
こ
と

も
退
く
こ
と
も
出
来
な
か
つ
た
。
お
供
の
者
は
、
皆
ま

つ
さ
を
に
な
つ
て
船
底
に
ひ
れ
ふ
し

た

。

こ
れ
は

『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
は
無
い
部
分
で
あ
り
、
海
上
で
の
嵐
の
様
子
を
臨
場
感

を
込
め
て
記
述
し
て
い
る
。
児
童
の
緊
張
感
を
引
き
出
す
効
果
を
狙

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ト

タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
様
子
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

弟
橘
媛
は
、
で
」
れ
は
海
神
の
た

ゝ
り
で
あ
ら
う
。
此
の
ま

ゝ
で
は
尊
の
御
命
が
危
な
い
。」

と
お
考

へ
に
な

つ
た
。
媛
の
や
さ
し
い
お
顔
に
は
、
き

つ
と
御
決
心
の
色
が
浮
ん
だ
。

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
前
半
の
言
葉
は

『日
本
書
紀
』
の

「是
、
必
ず
海
神
の
心
な
り
」
に
基

づ
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
言
葉
か
ら
ヒ
メ
の
表
情
ま
で
は
、
教
材
独
自
の
文
で
あ
る
。
ま
た
、

ヒ
メ
が
海
に
入
る
様
子
は

「荒
狂
ふ
波
間
に
、
ざ
ん
ぶ
と
お
飛
び
込
み
に
な
つ
た
」
と
擬
態
語
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
編
纂
趣
意
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
教
材
の
目
的
が

「弟
橘
媛
の
貞
烈
な
る
御
最

期
」
を
記
し

「
日
本
婦
人
の

一
美
談
と
し
て
授
く
べ
き
」
こ
と
に
あ
る
た
め
、
ヒ
メ
の
言
葉
や
表

情
を
書
き
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
教
材
に
関
し
て
、
国
文
学
者
の
岡
崎
義
恵
は

「編
者
は

こ
の
教
材
を
重
大
視
し
、
媛
の
犠
牲
的
行
為
に
感
動
的
効
果
を
与

へ
よ
う
と
す
る
や
う
に
な
つ
た

の
で
は
無
か
ら
う
か
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「弟
橘
媛
の
自
ら
進
ん
で
決
意
さ
れ
る
犠

牲
的
精
神
は
、
国
家
的
な
も
の
、
道
徳
的
な
も
の
、
美
的
な
も
の
が
渾
然

一
体
と
な
つ
て
ゐ
る
も

の
で
、
日
本
精
神
の
清
華
と
も
い
ふ
べ
く
、
殊
に
女
性
に
対
す
る
教
材
と
し
て
は
こ
の
上
の
も
の

は
な
い
と
思
は
れ
る
。」
と
高
く
評
価
し
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
は
女
子
教
育
に
お
い
て
最
適
な

存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
第
四
期
の
巻
七
発
行
は

一
九
三
六
年
で
、
同
年
の
就
学
児
童
数
は

一
一
、
四
三
四
、
九
八

三
人
。
就
学
率
は
実
に
九
十
九

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
し
て
い
知
。
こ
の
就
学
児
童
た
ち
に
対

し
、
教
材
の
印
象
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
当
時
の
資
料
が
あ
る
。
東
京
の
二
校
で
行
わ
れ
、

「弟
橘
媛
」
を
学
習
す
る
四
年
生
の
男
児
数
は
三
四
四
人
、
女
児
数
は
三
五
四
人
、
合
計
六
九
八

人
で
あ
る
。
こ
の
調
査
結
果
の
う
ち
、
課
に
対
す
る
関
心
度
、
興
味
の
強
さ
の
順
位
を
表
し
た
表

に
よ
る
と
、
巻
七
の
全
二
十
六
課
の
う
ち

「弟
橘
媛
」
は
、
男
児
で
は
七
位
、
女
児
で
は
八
位
、

総
合
で
八
位
と
な

っ
て
い
る
。
男
女
と
も
に
関
心
度
が
高

い
教
材
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
具
体
的
な
人
数
を
示
せ
ば

「す
き
」
「
よ
か
つ
た
」
は
男
児
六
〇
人
、
女
児
九
九
人
、
「
つ
ま

ら
な
い
」
Ｆ
一度
と
読
む
気
が
し
な
い
」
は
男
児

一
三
人
、
女
児

一
四
人
で
あ

っ
た
。
女
児
の
ほ

う
が
や
や
教
材
に
対
し
て
好
感
を
も

つ
た
人
数
が
多
い
と
い
え
る
が
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
的
に
大
き
な

差
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
述
す
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
英
雄
化
が
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
当
時
の
受
容
に
関
す
る
重
要
な
報
告
資
料

で
あ
る
。

最
後
に
、
第
五
期
国
定
国
語
教
科
書

『初
等
科
国
語
』
を
見
て
ゆ
く
。
「弟
橘
媛
」
は
、　
一
九

四
二

（昭
和
十
七
）
年
に
発
行
さ
れ
た
巻
五
の
二
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
文
体
は
国
語
体
か
ら
文

語
体

へ
と
変
更
さ
れ
、
古
典
教
材
と
な

っ
て
い
る
。
挿
絵
は
第
四
期
と
同
じ
も
の
が
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵
は

一
九
三
六
年
か
ら

一
九
四
五
年
ま
で
九
年
間
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
が
海
に
入
る
様
子
は
、
第
四
期
の
よ
う
に

「ざ
ん
ぶ
と
お
飛
び
込
み
に

な
つ
た
」
で
は
な
く
、
「す
が
だ
た
み
八
重
、
皮
だ
た
み
八
重
、
き
ぬ
だ
た
み
八
重
を
波
の
上
に

敷
き
て
、
そ
の
上
に
お
り
た
ま

へ
り
」
と

『古
事
記
』
に
基
づ
い
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第

四
期
に
見
ら
れ
た
教
材
独
自
の
文
章
は
、
ほ
ぼ
姿
を
消
し
て
い
る
。
そ
し
て
文
語
体
で
記
さ
れ
た
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こ
と
に
よ
り
、
文
章
全
体
の
分
量
が
短
く
な

っ
た
。
こ
の
第
五
期
国
定
教
科
書
に
は
教
師
用
教
科

書
が
用
意
さ
れ
て
お
り

（
一
九
四
三

（昭
和
十
八
）
年
発
行
）
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
話
は

「
日
本
婦
道
の
鏡
と
も
讃

へ
奉
る
べ
き
御
物
語
」
で
あ
る
こ
と
か
ら

「特
に
女
子
教
材
と
し
て
の

意
義
を
多
分
に
持

つ
て
ゐ
る
」
と
す
る
。
実
際
に
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
話
は
高
等
女
学
校
で

さ
ら
に
詳
細
に
学
習
さ
れ
て
い
た‐
。
ま
た
、
教
師
用
教
科
書
が
示
す
教
材
取
扱
の
要
点
の
ひ
と
つ

に

「弟
橘
媛
の
貞
節
と
日
本
武
尊
の
優
し
い
お
心
が
描
い
て
あ
る
こ
と
を
わ
か
ら
せ
る
」
と
い
う

項
目
が
あ
る
。
同
じ
第
五
期
の
巻
三
で
す
で
に
学
習
済
み
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
武
勇
に
優
れ
た
皇

子
で
あ

っ
た
が
、
こ
の

「弟
橘
媛
」
で
は
ヒ
メ
の
墓
を
作
り

「あ
づ
ま
は
や
。
」
と
ヒ
メ
を
偲
ぶ

よ
う
な
優
し
さ
を
持

つ
人
物
と
し
て
描
出
さ
れ
る
。
英
雄
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
理
想
化
が
こ
こ
に
認

め
ら
れ
よ
う
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
教
材
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
補
う
た
め
の
も
の
で
も
あ

っ

た
。以

上
、
戦
前
の
小
学
校
教
科
書
に
お
け
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
教
材
に
つ
い
て
、
挿
絵
を
中
心

に
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
教
材
は

一
九
二
二
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
二
十
三
年
間
、
挿
絵
を
伴

っ
て

使
用
さ
れ
た
。
吉
井
巌
は

「戦
前
の
教
科
書
に
に
は
、
熊
襲
た
け
る
討
伐
の
話
と
弟
橘
媛
入
水
の

話
が
ず

っ
と
入
っ
て
い
て
、
戦
前
に
教
育
を
受
け
た
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
話
か
ら
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

の
人
物
像
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
造

っ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ

ヒ
メ
に
関
し
て
も
、
国
定
教
科
書
に
よ
る
教
育
と
い
う

″
洗
礼
″
を
受
け
た
児
童
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
に
ヒ
メ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
荒
れ
る
海
に
飛
び
込
む
と
い

う
挿
絵
に
よ

っ
て
、
よ
り
強
固
に
忠
節
や
献
身
の
女
性
と
し
て
刻
み
込
ま
れ
た
と
い
え
る
。
次
節

で
は
、
こ
の
よ
う
な
洗
礼
を
受
け
た
彼
ら
に
よ

っ
て
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像
が
美
化
さ
れ
る
様

相
に
つ
い
て
触
れ
る
。

四
　
愛
と
犠
牲
―
―
現
在

の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像

前
節
で
も
と
り
あ
げ
た
吉
井
巌
が
、
第
三
期
国
定
国
語
教
科
書
で
学
ん
だ
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
。
そ
の
吉
井
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
に
つ
い
て

「悲
し
み
の
美
し
さ
を
感
じ
る
」
と
い
う
。

そ
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
行
動
に
は
、
別
離
の
悲
し
み
と
限
り
な
い
愛
と
厳
し
い
あ
き
ら
め
の
人
間
的
な
感
情
が

一
度
に
ふ
き
あ
が

っ
て
、
媛
を
真
直
ぐ
に
死
へ
と
む
か
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
〈
中
略
〉

弟
橘
媛
は
、
乗
り
越
え
が
た
い
皇
命
の
壁
と
、
争
い
が
た
い
海
神
の
怒
り
が
支
配
す
る
世
界

で
生
き
て
い
た
、
ま
だ
薄
暗
い
世
の
時
代
の
女
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
愛
に
生
き
る
た
め
に

死
を
選
ん
だ
、
そ
の
よ
う
な
死
を
は

っ
き
り
と
自
覚
し
た
お
そ
ら
く
最
初
の
女
性
像
と
し

て
、
『古
事
記
』
の
な
か
に
輝
く
位
置
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

こ
の
よ
う
に
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
賞
賛
す
る
よ
う
な
論
調
は
、
同
じ
第
三
期
で
学
ん
だ
守
屋

俊
彦
も
同
様
で
あ
る
。
前
述
の
吉
井
論
を
引
用
し
、
こ
の
物
語
に
は

「献
身
の
美
し
さ
」
「無
比

の
美
し
さ
」
が
あ
る
と
す
る
。
「哀
切
の
情
に
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
愛
の
共
鳴

に
支
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
甘
美
な
も
の
に
も
な
っ
て
い
る
」
物
語
ゆ
え
に

「と
り
わ
け
こ
の

部
分
に
は
き
ら
り
と
光
る
も
の
が
あ

っ
て
、
読
む
者
を
し
て
感
動
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
」
と
す

る
。
戦
前
と
は
異
な
り

″
見
習
う
べ
き
姿
″
″
女
性
の
鑑
″
と
は
謳
わ
れ
な
い
が
、
代
わ
り
に
強

調
さ
れ
る
の
が

″
愛
″
で
あ
る
。
第
四
期
国
定
国
語
教
科
書
世
代
の
国
文
学
者

・
中
西
進
も
ま

た
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
歌
に
触
れ

「彼
女
は
こ
の
歌
を
歌
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
愛
を
回
想

し
、
そ
の
愛
の
回
想
の
中
で
死
ん
で
い
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
行
動
と

歌
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ヘ
の
愛
情
ゆ
え
に
発
す
る
も
の
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
、
「東
征
物
語
の
も

っ
と
も
美
し
い
場
面
の

一
つ
を
構
成
す
る‐
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
感
傷
的
と
も
い
え
る

論
説
は
、
美
し
い
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
保
証
し
、
具
体
的
な
図
像
を

作
成
す
る
際
の
有
効
な
参
照
資
料
と
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
現
在
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ

の
図
像
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
で
描
か
れ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
つ
い
て
の

児
童
書
及
び
絵
本
に
描
か
れ
て
い
る
オ
ト
タ

チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
絵
の
多
く
は
、
指
を
組
み
合

わ
せ
た
り
合
掌
し
た
り
す
る

″
祈
り
の
姿
″

で
海
に
飛
び
込
む
入
水
の
図
で
あ
る
。
た
と

え
ば

一
九
七
二

（昭
和
四
十
七
）
年
発
行
の

図 12 盛光社版『やまとたける』表紙 (部分)
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＞

　

　

阿
久
根
治
子
文

・
朝
倉
摂
画

『
や
ま
と

分榔

　

　

た

け

る
』

（盛
光

社
）

で
は
、
表

紙

が

刑

　

　

合
掌
す

る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
で
、
主

か
　

　

人
公

の
ヤ

マ
ト
タ
ケ

ル
が
描
か
れ

て

い

２
　
　
な
い

（図
１２
）
ｏ
本
文
で
も

「
こ
の

障
　
　
い
の
ち
は
　
あ
な
た
の
も
の
。
わ
た
し

師
　
　
の
　
み
を
　
な
げ
て
　
つヽみ
の
　
か
み

稽
　
　

の
　
お

い
か
り
を
　
し
ず

め
ま

し

ょ

・３
　
　
う
」
と
言

っ
て

「
し
ろ
い
　
は
な
び
ら

図
　
　
の
よ
う
に
　
と
ぶ
」
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ

メ
が
、
合
掌
し
て
海
に
飛
び
込
む
姿
で

描
か
れ
る
。
ま
た
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
十
二
）
年
に
発
行
さ
れ
た
、
お
の
ち
ゅ
う
こ
う
文

・
鈴

木
た
く
ま
画

『
や
ま
と
た
け
る
』
（小
学
館
）
で
は
、
指
を
組
み
合
わ
せ
た
形
で
海
に
入
る
姿
が

描
か
れ
て
い
る

（図
１３
）
ｏ
こ
れ
ら
二
作
品
の
絵
本
画
家
は
、
い
ず
れ
も
戦
前
の
国
定
国
語
教
科

書
で

「弟
橘
媛
」
を
学
習
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
ほ
か
の
児
童
書
、
絵
本
に
お
い
て

も
、
国
定
教
科
書
で
学
ん
だ
世
代
の
画
家
が
描
く
絵
に
は

″
祈
り
の
姿
″
や
悲
し
む
表
情
の
も
の

が
多
い
。
彼
ら
は
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
に
対
し
て
、
忠
節
と
献
身
の
美
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
印
象

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
戦
後
に
は
、
主
に
国
文
学
者
に
よ

っ
て
論
じ
ら
れ
る
悲
劇
の
英
雄
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
と
の
愛
と
別
れ
、
犠
牲
死
と
い
う
美
し
い
物
語
の
主
人
公
と
し
て
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像
を

結
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
描
く
美
し
い
ヒ
メ
の
姿
は
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
が
図
書
館
な

ど
で
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
。

ま
た
、
児
童
書
で
は
な
く
成
人
を
対
象
と
し
た
書
籍
に
目
を
向
け
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
発
行
の

『名
画
に
み
る
國
史
の
歩
み
』
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
第
二
節
で
と
り
あ
げ
た

「国
史
絵
画
」
が
す

べ
て
掲
載
さ
れ
、
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の

″
祈
り
の
姿
″
は
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ヘ
の

「純
愛
の
極
致
が
文
字
ど
お
り
献
身
と
い
う
自
己
犠
牲
と
し
て
示
さ
れ
た
悲

し
く
も
美
し
い
物
語
」
を
表
現
し
た
姿
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
夫
の
身
代
わ
り
に
な

っ
て
死
ぬ
こ

と
、
そ
の
行
為
は
本
来
天
皇

へ
の
忠
節
に
他
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
現
在
で
は
純
愛
や

自
己
犠
牲
と
し
て
美
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

以
上
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
の
図
に
つ
い
て
、
そ
の
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
を
概

説
し
て
き
た
。
菊
池
容
斎
が

『前
賢
故
実
』
で
描
い
た

「弟
橘
媛
」
が
、
長
く
継
承
さ
れ
変
容
し

て
ゆ
く
様
相
を
雑
誌
や
児
童
書
の
挿
絵
で
辿
り
、
原
典
で
あ
る

『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
無

い

″
祈
り
の
姿
″
の
付
加
が
明
治
末
期
に
生
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
戦
前
の
小
学
校
教

科
書
に
お
け
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
。　
一
九
二
二

（大
正
十

一
）

年
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
は
図
像
を
伴

っ
て
多
く
の
児
童
た
ち
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
そ
の

教
育
の
目
的
は
、
主
と
し
て
女
子
と
し
て
の
あ
り
方
を
学
ば
せ
る
こ
と
に
あ

つ
た
。
戦
前
に
お
い

て
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
物
語
と
図
像
は
、
児
童
書
、
教
科
書
と
も
に
、
女
子
教
育
の
た
め

の
良
き
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
戦
後
、
こ
の
教
科
書
で
学
ん
だ
人
々
が
、
新
た

な
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
像
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
新
た
な
、
愛
と
犠
牲
の
象
徴
と
も

い
え
る

″
祈
り
の
姿
″
を
、
現
在
私
た
ち
は
日
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
絵
画
と
い
う
媒
体
の
み
で

は
な
い
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
が
残
る
各
地
に
銅
像
や
レ
リ
ー
フ
が
あ
ぃ
、
ヒ
メ
の
海
に
飛

び
込
む
姿
が
再
現
さ
れ

″
祈
り
の
姿
″
で
立

っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
個
々
の
図
像
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
と
解
釈
と
い
う
作
業
が
要
請
さ

れ
る
。
″
祈
り
の
姿
″
の
よ
り
詳
細
な
解
釈
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
個
々
の
表
象
を
分
析
す

る
こ
と
で
可
能
と
な
り
、
そ
こ
で
は
各
時
代
の
女
性
に
担
わ
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
も
浮
き
彫

り
に
な
る
だ
ろ
う
。

『古
事
記
』
で
は

「弟
橘
比
売
」
、
『日
本
書
紀
』
で
は

「弟
橘
媛
」
と
表
記
さ
れ
る
。
以
下
、
オ
ト
タ

チ
バ
ナ
ヒ
メ
と
す
る
。

②
　
吉
井
　
巌

『ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
（学
生
社

序
説
』
（和
泉
書
院
　
一
九
八
八
年
六
月
）
、

（角
川
書
店
　
一
九
九
九
年
九
月
）。

０
　
平
野
　
一審

「弟
橘
媛
の
走
水
入
水
―
―
舟
玉
信
仰
と
袖
も
ぎ
信
仰
―
―
」
亀
日
本
民
俗
学
会
報
』

上ハ
　
一
九
六

一
年
二
月
）、
今
井
福
治
郎

「橘
神
社
考
―
―
橘

。
橘
比
売
―
―
」
亀
房
総
文
化
』
四

九
六

一
年
十

一
月
）。

(1)注

一
九
七
七
年
九
月
）
、
守
屋
俊
彦

『ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承

上
田
正
昭

『上
田
正
昭
著
作
集
　
歴
史
と
人
物
』
第
七
巻
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０
　
入
江
英
弥

「オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
の
民
俗
学
的
考
察
」
「
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―
―
文
学

研
究
科
―
―
』
第
二
十
二
輯
　
一
九
九

一
年
三
月
）。

０
　
大
場
磐
雄

「海
神
投
供
考
」
（国
学
院
大
学
編

『古
典
の
新
研
究
』
第
二
集
　
角
川
書
店
　
一
九
五
四

年
十
月
）、
前
川
明
久

「ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
東
征
伝
説
の

一
考
察
―
―
弟
橘
媛
入
水
説
話
の
成
立
を
め
ぐ

っ

て
―
―
」
亀
日
本
歴
史
』
三
三
七
　
一
九
七
六
年
六
月
）、
和
田
率

「チ
マ
タ
と
橘
―
―
オ
ト
タ
チ
バ
ナ

ヒ
メ
入
水
伝
承
を
手
掛
り
に
―
―
」
「
橿
原
考
古
学
研
究
論
集
』
七
　
一
九
八
四
年
十
二
月
）
な
ど
。

同
　
『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
引
用
に
は
小
学
館

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
を
用
い
た
。

０
　
『日
本
書
紀
』
該
当
箇
所
で
は

「妾
」
と
さ
れ
る
が
、
同
書
五
十

一
年
八
月
条
に

「妃
」
と
あ
る
。

閣
　
菊
池
容
斎
は
江
戸
出
身
の
画
家
。　
一
七
八
八

（天
明
八
）
～

一
人
七
八

（明
治
十

一
）
年
。
『前
賢
故

実
』
は
、
神
武
天
皇
の
時
代
か
ら
後
亀
山
朝
に
至
る
先
聖
賢
臣
五
百
七
十

一
名
の
絵
と
略
伝
を
収
録
し

た
書
籍
。
版
本
、
全
十
巻
。　
一
八
三
六

（天
保
七
）
年
完
成
、　
一
八
六
八

（明
治
元
）
年
刊
行
。

０
　
ほ
か
に
日
本
画
家
の
前
田
青
郁
も

「容
斎
の

「前
賢
故
実
」
な
ど
か
ら
学
ん
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

前
田
青
郁

「梶
田
先
生
の
事
ど
も
」
亀
美
之
国
』
第

一
一
巻
第
二
号
　
一
九
三
五
年
二
月
）。

⑩
　
山
梨
俊
夫

「描
か
れ
た
歴
史
―
―
明
治
の
な
か
の

「歴
史
画
」
の
位
置
」
Ξ
（庫
県
立
近
代
美
術
館

・

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
編

『描
か
れ
た
歴
史
　
近
代
日
本
美
術
に
み
る
伝
説
と
神
話
』
展
図
録
　
一

九
九
三
年
九
月
）。

回
　
『時
代
別
国
語
大
辞
典
　
上
代
編
』
に
よ
れ
ば
、
男
性
用
の
袴
は
股
が
分
か
れ
て
い
る
が

「女
性
は
股

が
開
か
ず
、
脇
の
開
い
た
、
ひ
だ
の
あ
る
裳
を
は
く
の
が
常
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
女
性
が
袴
を
着
用

す
る
の
は
平
安
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

０
　
機
は

『古
事
記
』
応
神
天
皇
段
に
み
え
る
。
「即
ち
其
の
母
、
ふ
ぢ
葛
を
取
り
て
、　
一
宿
の
間
に
、
衣

・
揮
と
機

。
沓
と
を
織
り
縫
ひ
き
」

田
　
山
梨
俊
夫

『描
か
れ
た
歴
史
　
日
本
近
代
と

「歴
史
画
」
の
磁
場
』
（ブ
リ
ュ
ッ
ヶ
　
一
一〇
〇
五
年
七

月
）。

岡
　
信
濃
出
身
の
日
本
画
家
。　
一
八
六
四

（元
治
元
）
年
ヽ

一
九
〇
五

（明
治
三
十
八
）
年
。
小
林
永
濯

の
問
下
。
菊
池
容
斎
と
の
師
弟
関
係
は
不
明
だ
が
、
容
斎
の
問
下

ｏ
松
本
楓
湖
と
は
交
流
が
あ
り
、　
一

八
九
七

（明
治
三
十
）
年
に
は
共
に
日
本
画
会
を
創
立
し
て
い
る
。
画
業
の
傍
ら
雑
誌
の
挿
絵
も
手
が

け
、
美
人
画
で
評
判
を
得
た
。

的
　
な
お
、
富
岡
永
洗
は
こ
の
絵
を
発
表
し
て
か
ら
五
年
後
の

一
八
九
六

（明
治
二
十
九
）
年
に
、
再
び

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
描
い
て
い
る
。
『少
年
世
界
』
第
二
巻
二
十
四
号
の
、
折
り
込
み
口
絵

「橘
媛
投

身
之
図
」
で
あ
る
。
ヒ
メ
の
体
や
顔
の
角
度
、
衣
服
の
は
た
め
き
方
な
ど
が
酷
似
し
て
い
る
。
手
は
完

全
に
見
え
な
い
が
、
衣
服
の
し
わ
か
ら
両
腕
を
体
の
前
に
抱
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
新
た
に
加
え
ら

れ
た
も
の
と
し
て
、
ヒ
メ
の
ち
ょ
う
ど
真
上
の
位
置
の
背
景
に
、
船
の
舶
先
が
あ
り
、
縄
も
あ
る
。
舟

か
ら
下
り
る
と
い
う
場
面
を
よ
り
具
体
的
に
示
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

ｍ

『家
庭
教
育
歴
史
読
本
』
第
二
版
を
所
蔵
す
る
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
で
は
、
画
家
名
を

「不
明
。
松

本
楓
湖
か
。」
と
し
て
い
る
。

岡
　
「勅
語
が
真

っ
先
に
登
場
す
る
児
童
図
書
」
と
さ
れ
る
。
勝
尾
金
弥

「天
皇
制
教
育
下
の
児
童
文
学

・

児
童
図
書
」
亀
日
本
児
童
文
学
』
第
二
十
五
巻
八
号
　
一
九
八
九
年
八
月
）
に
よ
る
。

⑬
　
大
江
小
波
編

。
小
林
永
興
画

『草
薙
剣
』
（日
本
お
伽
噺
十
七
、
博
文
館
　
一
八
九
八
年
六
月
）。

０
　
折
山
子

『金
港
堂
豪
傑
ば
な
し
　
日
本
武
尊
』
（金
港
堂
　
一
九
〇
二
年
八
月
）。

の
　
主目
葉
山
人
編

・
笠
井
鳳
斎
画

『
日
本
武
尊
』
（日
本
お
伽
噺
四
十
四
、
島
鮮
堂
　
一
九

一
〇
年
三

月
）。

四
　
木
村
小
舟
著

・
巌
谷
小
波
閲

『
日
本
武
尊
』
（歴
史
お
伽
六
、
彰
文
館
　
一
九

一
一
年

一
月
）。

囲
　
指
を
組
み
合
わ
せ
る
形
は

一
般
に
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
祈
り
の
ポ
ー
ズ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
は
祈
り
の
際
に
手
の
指
を
組
む
、
合
掌
す
る
な
ど
形
式
は
自
由
で
あ
り
、
定
め
ら
れ
て

は
い
な
い
。

口
　
渡
辺
北
海

「少
年
歴
史
読
本
　
日
本
武
尊
」
の
挿
絵
。
『少
年
世
界
』
第
二
十
五
巻
第
八
号

（
一
九

一

九
年
八
月
）。
「妃
殿
下
橘
姫
は
、
海
神
の
崇
り
と
思
召
し
て
、
あ
へ
な
く
も
身
を
海
底
に
沈
め
ら
れ
、

生
命
に
代
へ
て
祈
ら
れ
た
の
で
、
漸
く
浪
も
静
ま
り
、
尊
は
恙
く
上
総
に
お
着
き
に
な
つ
た
。」
と
あ

り
、
海
底
で
祈
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

四
　
児
童
教
育
会
編

『日
本
武
尊
』
（模
範
児
童
文
庫
、
社
会
文
庫
　
一
九
二
三
年
四
月
）。
「教
科
書
の
お

話
を
最
も
詳
し
く
、
誰
に
も
解
る
や
う
に
、
面
白
く
書
い
た
」
叢
書
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
場

面
で
は

「な
ん
と
い
ふ
け
な
げ
な
、
大
丈
夫
も
及
ば
ぬ
立
派
な
お
心
懸
で
せ
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ｍ
　
補
助
教
育
研
究
会
編

『草
薙
の
剣
』
（少
年
歴
史
物
語
五
、　
一
九
二
四
年
五
月
）。

ｍ
　
下
村
三
四
吉
著

・
山
本
舜
山
画

『
日
本
武
尊
』
（少
年
大
日
本
史
三
、
建
設
社
　
一
九
三
五
年

一

月
）。
「大
日
本
帝
国
」
の

「世
界
に
か
ゞ
や
く
我
が
皇
室
」
の
歴
史
を
示
す
た
め
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の

話
に
入
る
前
に
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
の
系
図
を
た
ど
る

「建
国
後
の
五
百
年
」
と
い
う
章
を
設
け
て
い

Ｚ
θ
。

田
　
大
木
雄
二
著

・
黒
崎
義
介
画

『
日
本
肇
国
物
語
』
（金

の
星
社
　

一
九
四
〇
年
三
月
）。
発
行
年
は

″
紀
元
二
千
六
百
年
″
に
あ
た
る
。
神
武
天
皇
即
位
か
ら
聖
徳
太
子
ま
で
の
事
蹟
を
ま
と
め
た
児
童
書
。

は
し
が
き
で

「皇
室
の
御
恩
に
感
謝
」
し
、
「お
国
の
た
め
に
つ
く
し
」
「
日
本
を
ま
も
り
、
日
本
の
た

め
に
働
き
ま
せ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

口
　
池
田
宣
政
著

・
梁
川
剛

一
画

『
日
本
国
史
美
談
』
第

一
巻

（借
成
社
　
一
九
四
〇
年
二
月
）。
第
二
巻

に
は
、
諸
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
第

一
巻
の
批
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
小

。
中
学
校
、
師

範
学
校
の
校
長
、
作
家
、
童
話
作
家
、
文
学
博
士
、
新
聞
記
者
、
子
爵
、
軍
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
、　
一
様
に
感
動
と
賞
賛
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

の
　
水
谷
ま
さ
る
著

。
大
石
哲
路
画

『童
話
日
本
国
史
』
（金
の
星
社
　
一
九
四
三
年
十

一
月
）。
あ
と
が

き
に
よ
れ
ば

「世
界
に
比
類
ま
き
日
本
の
国
体
の
精
華
を
知
ら
し
め
、
栄
光
に
か
が
や
く
日
本
精
神
を

明
ら
か
に
感
得
さ
せ
た
い
」
と

い
う
目
的
で
書
か
れ
た
。

ｍ
　
現
在
は
伊
勢
の
神
宮
徴
古
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ｍ

「国
史
絵
画
」
制
作
の
経
緯

に
つ
い
て
は
所
功
編
、
小
堀
桂

一
郎
著

『名
画
に
み
る
國
史

の
歩
み
』
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（近
代
出
版
社
　
一
一〇
〇
〇
年
四
月
）
を
参
照
。
こ
の
書
籍
の
表
紙
は

「弟
橘
媛
」
で
あ
る
。

Ｏ
　
『東
京
府
養
正
館
國
史
壁
蓋
集
』
貧

九
四
二
年
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
当
時
の
東
京
府
知
事

・

松
村
光
磨
の
巻
頭
文
に
よ
る
。
こ
の
画
集
は
養
正
館
の

「国
史
絵
画
」
を
纏
め
た
も
の
と
し
て
最
も
早

く
、
ズ
壁
画
の
）
複
製
を
刊
行
し
、
ひ
ろ
く
世
に
頒
つ
こ
と

ゝ
な
つ
た
」
と
記
さ
れ
る
が
、　
一
枚
ご
と

に
台
紙
に
貼
ら
れ
た
豪
華
本
で
あ
り
、
発
行
部
数
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。

０
　
ユ則
掲
吉
井
　
巌

『ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』。
吉
井
は

一
九
二
二

（大
正
十

一
）
年
生
ま
れ
。

０
　
一
八
七
二

（明
治
五
）
年
に
学
制
が
発
布
さ
れ
た
が
、
初
等
教
育
教
科
書
は
自
由
発
行
、
自
由
採
択

式
で
あ
っ
た
。　
一
八
七
七

（明
治
十
）
年
以
降
に
統
制
が
強
化
さ
れ
制
度
化
が
進
め
ら
れ
、　
一
八
八
三

（明
治
十
六
）
年
か
ら
は
認
可
制
度
と
な
っ
た
。　
一
八
八
六

（明
治
十
九
）
年
の
小
学
校
令
制
定
に
よ

り
、
教
科
書
は
検
定
制
度
と
な
り
、　
一
九
〇
三

（明
治
三
十
六
）
年
に
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ
る
ま

で
、
文
部
省
の
検
定
を
経
た
検
定
教
科
書
が
使
用
さ
れ
た
。

ω
　
海
後
宗
臣
編

『日
本
教
科
書
大
系
　
近
代
編
　
第

一
八
巻
　
歴
史

（
一
Ｌ

（講
談
社
　
一
九
六
三
年

八
月
）
、
同

『第

一
九
巻
　
歴
史

（二
Ｌ

（
一
九
六
三
年
三
月
）。

∞
　
師
範
学
校
編
輯

『日
本
署
史
』
上
巻

（文
部
省
　
一
八
七
五
年
四
月
）
、
伊
地
知
貞
馨
編
輯

『小
学
日

本
史
署
』
巻
上

（鴻
文
堂
　
一
八
七
九
年
三
月
）
、
笠
間
益
三
編
纂

『新
編
日
本
暑
史
』
（金
華
堂

・
文

光
堂
　
一
八
八

一
年
八
月
）
、
大
槻
文
彦

『校
正
日
本
小
史
』
巻
之
上

（
一
八
八
二
年
十

一
月
）
、
辻
敬

之

ｏ
福
地
復

一
『小
学
校
用
歴
史
』
第

一

（普
及
舎
　
一
八
八
七
年
五
月
）
、
山
縣
悌
三
郎

『小
学
校
用

日
本
歴
史
』
巻
之
上

（学
海
指
針
社
　
一
八
八
八
年
四
月
）
、
金
港
堂
編
輯

『小
学
校
用
日
本
歴
史
』
前

編
第

一

（金
港
堂
　
一
八
九
三
年
十
月
）。

０
　
文
部
省
編
輯

『高
等
小
学
読
本
　
巻
之

一
』
第
十
三
課

「
日
本
武
尊
ノ
東
夷
征
伐
」
貧

八
八
八
年
五

月
）。

ω
　
「黒
表
紙
本
」
「白
表
紙
本
」
は
表
紙
の
色
か
ら
の
俗
称
だ
が
、
「白
表
紙
」
は
実
際
に
は
ね
ず
み
色
。

両
書
に
は
、
田
園
用

ｏ
都
市
用
と
い
っ
た
区
別
も
あ

っ
た
と
さ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
が
田
園
用
で
ど
ち
ら

が
都
市
用
で
あ
っ
た
か
は
不
明
。
両
書
の
編
纂
の
大
綱
は
共
通
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
担
当
者

の
違
い
や
編
纂
方
法
の
差
異
が
両
書
を
隔
て
た
。
「黒
表
紙
本
」
は
修
正
で
あ
り
教
材
に
あ
ま
り
新
味
が

な
か
っ
た
た
め
か
、
し
だ
い
に
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
ゆ
え

「国
語
教
科
書
の
歴
史
に
お
い
て
は

特
に
こ
れ
を
重
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
翁
所
収
教
科
書
解
題
」
（海
後
宗
臣
編

『日
本
教
科
書
大
系

近
代
編
　
第
七
巻
　
国
語

（四
こ

講
談
社
　
一
九
六
三
年
十

一
月
こ

と
さ
れ
て
い
る
。

の
　
一
九
〇
九

（明
治
四
十
二
）
年
発
行
の
第
二
期
国
定
国
語
教
科
書

『尋
常
小
学
読
本
』
巻
五
第
十
三

課

「小
子
部
の
す
が
る
」
の
挿
絵
は
、
『前
賢
故
実
』
「少
子
部
連
蝶
扇
」
と
酷
似
し
て
お
り
模
写
し
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
国
定
国
語
教
科
書
が

『前
賢
故
実
』
を
参
照
し
て
い
た

一
例
で
あ

Ｚ
勺

。

の
　
文
部
省

『学
制
百
年
史
』
（ぎ
ょ
う
せ
い
　
一
九
七
二
年
十
月
）
資
料
編
四

「教
育
統
計
」
Ｉ
明
治
六

年
以
降
教
育
累
年
統
計
、
第
１
表

「学
齢
児
童
数
お
よ
び
就
学
児
童
数
」
に
よ
る
。

国
　
井
上
赳
著
　
古
田
東
朔
編

『国
定
教
科
書
編
集
二
十
五
年
』
（武
蔵
野
書
院
　
一
九
八
四
年
五
月
）。

の
　
『小
学
国
語
読
本
綜
合
研
究
』
巻
七

（国
語
教
育
学
会

ｏ
代
表
者
藤
村
作
編
　
山石
波
書
店
　
昭
和
十
三

年
三
月
）。

ω
　
岡
崎
義
恵

「「弟
橘
媛
」
に
つ
い
て
」
翁
文
学
』
（岩
波
書
店
）
第
七
巻
第
二
号
　
一
九
三
九
年
三

月
）。
こ
の
教
材
は
小
学
校
四
年
生
前
半
に
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
で
」
の
話
は
単
純
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

こ
の
中
に
こ
も
る
愛
と
徳
と
の
美
は
、
考
へ
や
う
に
よ
つ
て
は
余
り
幼
稚
な
児
童
に
は
十
分
了
解
さ
れ

ず
、
た
だ
お
話
の
表
面
を
意
識
が
す
べ
つ
て
行
く
結
果
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
こ

れ
は
今

一
度
女
学
校
な
ど
で
深
い
解
釈
を
伴
ふ
教
材
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
よ
い
が
」
と
も
記

し
て
い
る
。

ｍ
　
ユ削
掲

『学
制
百
年
史
』
資
料
に
よ
る
。

の
　
石
岡
　
信

「新
読
本
各
課
に
対
す
る
児
童
の
印
象

（第

一
報
告
と

（『教
育
』
第
七
巻
第
三
号
　
一
九

三
九
年
三
月
）。

の
　
一［星
寸
女
学
校
に
お
け
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
教
材
の
調
査
と
考
察
に
つ
い
て
は
、
棚
田
真
由
美

「昭

和
戦
前
期
に
お
け
る

『古
事
記
』
の
教
材
化
に
つ
い
て
の
研
究
―
高
等
女
学
校
の
場
合
」
亀
広
島
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
五
十
　
一
一〇
〇
二
年
二
月
）
に
詳
し
い
。
棚
田
に
よ
れ
ば
、　
一
九
四
〇

（昭
和
十
五
）
年
ま
で
の
検
定
教
科
書
期
で
は
五
年
制
で
七
種
、
四
年
制
で
四
種
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ

て
い
る
。
ま
た

一
九
四

一

（昭
和
十
六
）
～
一
九
四
三

（昭
和
十
八
）
年
の
五
種
選
定
教
科
書
期
で
は
、

五
年
制
四
年
制
そ
れ
ぞ
れ

一
種
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

０
　
一則
掲
吉
井
　
巌

『ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
に
よ
る
。

の
　
一別
掲
吉
井
　
巌

『ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
に
よ
る
。

の
　
一則
掲
守
屋
俊
彦

『ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
序
説
』
に
よ
る
。
守
屋
は

一
九

一
四

（大
正
三
）
年
生
ま

れ
。

⑩
　
中
西
　
進

『古
事
記
を
読
む
３
　
大
和
の
大
王
た
ち
』
（角
川
書
店
　
一
九
八
六
年

一
月
）。
中
西
は

一
九
二
九

（昭
和
四
）
年
生
ま
れ
。

０
　
西
郷
信
綱

『古
事
記
研
究
』
（未
来
社
　
一
九
七
三
年
七
月
）。
西
郷
は

一
九

一
六

（大
正
五
）
年
生

ま
れ
。
第
三
期
国
定
教
科
書
で
学
ん
で
い
る
。

０
　
朝
倉
　
摂
は

一
九
二
二

（大
正
十

一
）
年
生
ま
れ
、
鈴
木
た
く
ま
は

一
九

一
八

（大
正
七
）
年
生
ま

れ
、
い
ず
れ
も
第
三
期
国
定
教
科
書
で
学
ん
で
い
る
。

０
　
ユ則
掲

『名
画
に
み
る
國
史
の
歩
み
』
の

「弟
橘
媛
」
解
説
に
よ
る
。
解
説
者
は
伊
勢
神
宮
神
職
の
矢

野
憲

一
。
な
お
こ
の
書
籍
の
表
紙
に
は

「弟
橘
媛
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ｍ
　
神
奈
川
県
横
須
賀
市
観
音
崎
の
走
水
神
社
に
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
ま
た
、
千

葉
県
富
津
市
岩
瀬
海
岸
や
、
千
葉
県
木
更
津
市

「き
み
さ
ら
ず
タ
ワ
ー
」
な
ど
に
石
像
や
銅
像
が
あ

フ
一

。
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Prayer of OTOTACHIBANA― HIM[E

一一一―Birth and Transforination of``The Figure of the lDeath by]Drowning''一 一一一

TANAKA Chiaki

Abstract: OTOTACHIBANA― HIME who appears in the κttJた′and the Ⅳlinθηsttθた,threw herself into the sea

in order to appeasc anger of the sea god, and saved her husband. “The 」腱gure of the death by drowning" dc―

scribing the moment OTOTACHIBANA― HIME jumps into the sca appcarcd at thc Mtti pcriOd,and has bcen

drawn on women's magazines, boys' magazines, children's books, national authorized textbooks, etc. In this

paper,I gave an outline about birth and transformation of the iconographic image of OTOTACHIBANA―

HIME.
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